
⽇本慢性期医療協会 定例記者会⾒
⽇時：平成30年4月12⽇１6：3０〜
場所：⽇本慢性期医療協会

1. 4.2(月)開催 「⽇本介護医療院協会設⽴シンポジウム」御礼

2. 介護医療院への転換事務⼿続きの迅速化のお願い

3. 療養病棟⼊院基本料2（看護配置25対1）について

4. ⼀般病床における⻑期⼊院患者への特別措置について

5. 認知症患者と介護医療院について
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御 礼
謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、去る４月２⽇にパレスホテル東京にて開催いたしました
「⽇本介護医療院協会設⽴記念シンポジウム・祝賀会」では、
ご参加いただき、誠にありがとうございました。
これからの超⾼齢社会を⽀えるためには、⾼度急性期、地域包括期、慢性期、
そして介護施設・在宅への流れを⽌めることなく、個々の⽣活を重視していくこと
が求められております。その中で、住まいと⽣活を医療が⽀える
新たなモデルとして「介護医療院」が誕⽣し、これからどのように介護医療院が
発展していくかが注目されているところでございます。
当⽇本介護医療院協会は、介護医療院の理念として「利⽤者の尊厳の保障」
「⾃⽴⽀援を念頭に置いたサービス」「必要かつ良質の療養の提供」
「潤いある⽣活感あふれるサービス」「開かれた交流施設としての地域貢献」等
を掲げ、全国の介護医療院が地域包括ケアシステムの中において、なくてはならない
位置づけとなるように育んでまいりたいと思います。
引き続きましてご指導、ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。

敬具
平成３０年４月吉⽇
⽇本慢性期医療協会 会⻑ 武久洋三
⽇本介護医療院協会 会⻑ 江澤和彦 1
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介 護 医 療 院 の 転 換 に つ い て は
都道府県によって対応に差がある。
各 都 道 府 県 で 直 ち に 転 換 の 受 付 が
出 来 る よ う 準 備 を 進 め て 欲 し い 。
厚 労 省 ⽼ 健 課 か ら の ご 指 導 を
よ ろ し く お 願 い し ま す 。
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【注11 】 【注12】
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⽇本慢性期病院 会員病院の状況

回答病床数 ⽐率（％）

療養病棟
⼊院基本料1 40,341 80.3％

療養病棟
⼊院基本料2 9,909 19.7％
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平成28年8月実施 ⽇本慢性期病院 平成28年度会員病院調査より
調査対象：⽇本慢性期医療協会 会員病院 1,040病院
回答病院数 658病院
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療 養 病 棟 ⼊ 院 基 本 料 2 に 対 し て の
経 過 措 置 の 期 間 は ２ 年 あ る が 、
できるだけ速やかに療養病棟⼊院料か
介 護 医 療 院 に 転 換 で き る よ う に
会 員 に 努 ⼒ を 促 し た い 。
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療 養 病 床 の あ る べ き 姿 と し て 、
今 回 の 改 定 で は 、 慢 性 期 医 療 は 、
慢性期治療病棟としてしか認めない
と い う 強 い 意 向 を 感 じ て い る 。
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然 る に ⼀ 般 病 床 の ⼊ 院 患 者 に は
9 0 ⽇ 以 上 の ⻑ 期 ⼊ 院 ⾼ 齢 者 が
依 然 と し て 多 く ⼊ 院 し て い る 。
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同じような病歴・病状・病態の患者には
平等な保険医療が提供されるべきである。
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然るに⼀般病床での⻑期⼊院患者は
平 均 在 院 ⽇ 数 に 算 定 し な く て よ い
と い う 特 別 措 置 が あ る 。
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「注11」
当該病棟のうち、保険医療機関が地⽅厚⽣局⻑等に届け出たものに
⼊院している患者であって、当該病棟に90⽇を超えて⼊院する患者に
ついては、注１から注10までの規定にかかわらず、区分番号Ａ１０１
に掲げる療養病棟⼊院基本料１の例 により算定する。
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さらにその⼊院請求は、療養病棟⼊院料1
で⾏うこととなっている。しかし⼀般病床
に は 4 . 3 ㎡ の 6 人 部 屋 以 上 の 病 棟 も
あるにもかかわらず、療養病床のハードの
基準を満たしていない病棟に療養病棟⼊院
料 1 で 算 定 す る よ う に な っ て い る 。
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療養病床は6.4㎡の4人部屋となっている。
規 定 に 適 応 さ れ て い な い こ と が
明 ら か に 矛 盾 し て い る 。
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病床種別ごとの構造設備基準
一般病床 療養病床

病室
定員 ５人以上でも可 ４人以内

(平成12年3月までに転換した療養型病床群を
療養病床とした場合…5人以上でも可)

病床
面積

内法6.4㎡以上／1人
(既存の建物(H13/3/1までに開設許可を
受けたもの)に係る病床を移⾏する場合…）

内法4.3㎡以上／1人

内法6.4㎡以上／1人
(平成12年3月までに転換した
療養型病床群を療養病床とした場合…）

芯々6.0㎡以上／1人

廊下幅

片側廊下…内法1.8ｍ以上
中廊下 …内法2.1ｍ以上
(既存の建物(H13/3/1までに開設許可を
受けたもの)に係る病床を移⾏する場合…）

片側廊下…内法1.2ｍ以上
中廊下 …内法1.6ｍ以上

片側廊下…内法1.8ｍ以上
中廊下 …内法2.7ｍ以上
(既存の建物(H13/3/1までに開設許可を
受けたもの)に係る病床を移⾏する場合…）

片側廊下…内法1.2ｍ以上
中廊下 …内法1.6ｍ以上
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⼀般病床で現在の病床の基準を満たして
いない病棟における⻑期⼊院患者には
特別⼊院基本料を適応すべきではないか。



⼀般病棟 特別⼊院基本料
⼀般病棟において、看護配置、看護師⽐率、
平 均 在 院 ⽇ 数 そ の 他 の 事 項 に つ き 、
別 に 厚 ⽣ 労 働 大 臣 が 定 め る 施 設 基 準 に
適 合 し て い な い 場 合 、 当 分 の 間 、
地⽅厚⽣局⻑等に届け出た場合に限り、
当該病棟に⼊院している患者について、
特別⼊院基本料として、584点を算定できる。
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介護医療院をベストな施設とするために、
⽇本慢性期医療協会は全⼒を尽くす。
・ 短 期 ⼊ 院 や 中 ⻑ 期 ⼊ 院 に も 対 応
・ 積 極 的 治 療 や タ ー ミ ナ ル に も 対 応
・在宅復帰機能・ショートステイ機能等

の地域に望まれる機能を取りそろえたい。
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⽇ 本 介 護 医 療 院 協 会 と し て は 、
来年早々にも⽇本介護医療院学会の
開 催 を 計 画 し て い る 。
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介 護 医 療 院 の 発 ⾜ は ま さ に
適 宜 で あ り 、 適 正 で あ る 。
⼀⽅、認知症の中等度・⾼度な患者は、
精 神 病 院 や 介 護 保 険 施 設 に も
多 く ⼊ 院 ⼊ 所 し て い る 。
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認知症の病状が安定している患者には、
認 知 症 専 門 の 介 護 医 療 院 が
必 要 で は な い か 。



26

認知症患者が700万人にも及ぶとされる
近未来において、病院内ではあるが
病 床 で は な い 介 護 施 設 と し て 、
認知症型介護医療院⇒「認知医療院」
を 検 討 し て は ど う か
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⽇本慢性期医療協会は、⽇本精神科病院
協会と協⼒して認知医療院創設などの
認 知 症 対 応 に 協 調 し て い き た い 。


